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世
界
一
九
七
ヵ
国
・
地
域
の
代
表
が
参
加
し
た
第
二
六
回
気
候
変

動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
） 
で
、
イ
ン
ド
の
ナ
レ
ン
ド

ラ
・
モ
デ
ィ
首
相
は
気
候
変
動
対
策
と
し
て
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

①
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
容
量
を
五
〇
〇
Ｇ
Ｗ
に
す
る
、
②
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
五
〇
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
調
達
す

る
、③
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）排
出
量
を
一
〇
億
ト
ン
削
減
す
る
、

④
排
出
係
数
を
四
五
％
引
き
下
げ
る
、
⑤
二
〇
七
〇
年
ま
で
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
、
と
の
五
つ
の
数
値
目
標
を
発
表

し
た
。不
明
瞭
な
点
が
残
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
年
限
を
初
め
て
明
示
し
た
こ
と
は
、驚
き
を
も
っ
て
、

お
お
む
ね
歓
迎
さ
れ
た
と
い
え
る
。
他
方
、
二
〇
七
〇
年
と
い
う
目

標
年
は
、
欧
州
や
日
米
の
二
〇
五
〇
年
、
中
国
・
ロ
シ
ア
・
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
二
〇
六
〇
年
に
比
し
て
見
劣
る
も
の
で
あ
り
、
先
進
国

と
の
足
並
み
の
乱
れ
や
「
溝
」
も
指
摘
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
石
炭

火
力
発
電
に
依
存
す
る
イ
ン
ド
の
国
内
事
情
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
に
向
け
た
試
行
錯
誤
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

石
炭
依
存
の
背
景

　

昨
年
春
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
拡
大
に
際
し
、
モ
デ
ィ
政
権

は
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
全
土
で
実
施
し
た
が
、
そ
の
さ
な
か
に

北
部
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
で
住
民
ら
が
二
〇
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
姿
を
実
に
約
三
〇
年
ぶ
り
に
眺
め
る
様
子
が
報
じ
ら
れ
た
。

移
動
制
限
と
経
済
活
動
を
休
止
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
経
済
発
展
に

と
も
な
う
環
境
負
荷
の
大
き
さ
を
改
め
て
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。

兵
庫
県
立
大
学
教
授

福
味 

敦

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
初
め
て
数
値
目
標
を
掲
げ
た
モ
デ
ィ
首
相
。

他
の
主
要
新
興
国
に
比
べ
て
も
抑
制
的
な
目
標
だ
が
、
そ
れ
で
も
実
現
へ
の
道
は
険
し
い
。

イ
ン
ド
経
済
の
石
炭
依
存
の
実
情
と
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
条
件
を
探
る
。

ふ
く
み　

あ
つ
し　

二
〇
〇
二
年
神
戸
大
学
大
学

院
国
際
協
力
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博

士
（
経
済
学
）。
東
海
大
学
准
教
授
な
ど
を
経

て
、
二
一
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
開
発
経
済
学
・
イ

ン
ド
経
済
論
。
共
著
に
“Political Econom

y of 
Agricultural Electricity Tariffs: Rural Politics 
of Indian States,

” Energy Policy 145

な
ど
。

巨
大
新
興
国
イ
ン
ド

脱
石
炭
へ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
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実
際
の
と
こ
ろ
過
去
二
〇
年
ほ
ど
で
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
約

二
倍
に
増
加
し
、
中
国
、
今
や
米
国
に
続
く
世
界
第
三
位
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
お
け
る
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
特
に
環
境
負
荷
の

大
き
い
石
炭
火
力
発
電
の
段
階
的
な
廃
止
で
あ
っ
た
。
議
長
国
の
英

国
が
提
出
し
た
、
世
界
の
石
炭
火
力
発
電
を
二
〇
四
〇
年
代
（
先
進

国
は
三
〇
年
代
）
ま
で
に
全
廃
す
る
こ
と
を
目
指
す
声
明
に
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
石
炭
輸
出
国
を
含
め
た
四
六
ヵ
国
が
賛
意
を
示
し

た
が
、
イ
ン
ド
は
、
中
国
、
米
国
、
日
本
な
ど
主
な
石
炭
消
費
国
と

同
様
に
加
わ
っ
て
い
な
い
。
現
在
世
界
第
三
位
の
イ
ン
ド
の
総
発
電

量
に
お
い
て
、
石
炭
火
力
発
電
の
シ
ェ
ア
は
約
七
割
と
主
要
国
の
中

で
最
も
高
く
、
加
え
て
四
〇
年
代
に
太
陽
光
発
電
に
首
位
の
座
を
譲

る
ま
で
主
力
電
源
と
す
る
計
画
を
堅
持
し
て
い
る
た
め
、
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
が
石
炭
火
力
を
主
力
電
源
と
位
置
づ
け
る
最
大
の
理
由

は
、
世
界
第
五
位
と
推
定
さ
れ
る
豊
富
な
石
炭
を
、
東
部
ジ
ャ
ー
ル

カ
ン
ド
州
を
中
心
に
埋
蔵
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
鉱
物

資
源
に
さ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
石
炭
は
貴
重
な
国

産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
直
接
・
間
接
合
わ
せ
て
四
〇
〇
万
人

の
雇
用
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
イ
ン
ド
は
、
石
炭
火
力
に
代
わ
る
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
の
有
力
な
候
補
を
持
た
な
い
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
一
九
七
四

年
の
核
実
験
以
降
、
二
〇
〇
八
年
に
米
印
原
子
力
協
定
が
締
結
さ
れ

る
ま
で
、
関
連
資
材
・
技
術
の
輸
入
を
禁
じ
ら
れ
、
独
自
開
発
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
発
電
シ
ェ
ア
は
三
％
程
度
に
と

ど
ま
る
。
天
然
ガ
ス
は
ア
ッ
サ
ム
州
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
な
ど
で
埋

蔵
が
確
認
さ
れ
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
供
給
は
限
ら

れ
、
都
市
ガ
ス
の
普
及
に
よ
う
や
く
乗
り
出
し
た
現
時
点
で
既
に
国

内
需
要
の
約
半
分
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
上
の
観
点
か

ら
も
、
発
電
へ
の
利
用
は
限
定
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

加
え
て
イ
ン
ド
は
、
過
去
一
五
年
ほ
ど
の
間
に
大
型
の
石
炭
火
力

発
電
所
を
多
数
建
設
す
る
こ
と
で
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
電
力
不

足
か
ら
、
よ
う
や
く
脱
す
る
段
階
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か

ら
、
民
間
投
資
規
制
の
撤
廃
、
発
送
電
分
離
、
規
制
委
員
会
の
設
置

な
ど
の
改
革
を
中
央
・
州
レ
ベ
ル
で
重
ね
、
今
世
紀
に
入
り
石
炭
火

力
発
電
所
へ
の
民
間
投
資
が
進
ん
だ
。
タ
タ
、
ア
ダ
ニ
、
リ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
い
っ
た
発
電
事
業
を
営
む
国
内
の
新
旧
財
閥
は
、
グ
ル
ー
プ

内
で
石
炭
採
掘
・
輸
入
事
業
も
手
掛
け
て
お
り
、
そ
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
取
り
組
み

　

イ
ン
ド
の
歴
代
政
権
は
、
い
ず
れ
も
石
炭
を
主
力
電
源
と
位
置
づ
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け
て
き
た
も
の
の
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
経
済
発
展
と
と
も
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
電
力

需
要
を
主
に
太
陽
光
、
風
力
の
発
電
容
量
増
設
で
賄
い
、
徐
々
に
石

炭
へ
の
依
存
率
を
低
下
さ
せ
る
算
段
で
あ
る
。
と
り
わ
け
モ
デ
ィ
政

権
は
、
そ
の
誕
生
間
も
な
い
二
〇
一
五
年
に
、
水
力
を
除
く
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
容
量
を
二
二
年
ま
で
に
一
七
五
（
太
陽
光

一
〇
〇
・
風
力
六
〇
・
小
型
水
力
五
・
バ
イ
オ
マ
ス
一
〇
）
Ｇ
Ｗ
に

ま
で
増
設
す
る
こ
と
を
表
明
、
そ
の
野
心
的
な
目
標
設
定
が
注
目
を

集
め
た
。
そ
の
後
一
九
年
に
は
、
三
〇
年
に
四
五
〇
Ｇ
Ｗ
の
発
電
容

量
を
実
現
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
さ
ら
に
高
い
目
標
を

掲
げ
る
な
ど
、
立
て
続
け
に
目
標
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
税
制
上

の
優
遇
措
置
や
、
配
電
会
社
に
対
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
購

入
義
務
化
な
ど
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
内
外
か

ら
の
民
間
投
資
が
急
増
し
、
設
備
容
量
は
モ
デ
ィ
政
権
下
で
約
二
・

五
倍
と
な
る
成
長
を
み
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
努
力
と
成

果
に
関
し
て
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
の
、
一
方
で
来
年
ま
で

に
実
現
す
る
設
備
容
量
は
一
〇
〇
Ｇ
Ｗ
程
度
と
み
ら
れ
、
目
標
の
達

成
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

計
画
の
遅
延
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
発

電
事
業
が
直
面
す
る
最
大
の
リ
ス
ク
と
し
て
、
配
電
会
社
の
経
営
問

題
に
言
及
し
た
い
。
イ
ン
ド
の
配
電
事
業
の
主
体
は
州
政
府
系
の
配

電
会
社
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
、
コ
ス
ト
を
大
幅
に
下
回
る
料
金

設
定
、
送
配
電
ロ
ス
や
盗
電
、
州
政
府
に
よ
る
不
十
分
な
財
政
補
填

と
い
っ
た
事
情
に
よ
り
、
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

特
に
灌
漑
ポ
ン
プ
用
電
力
料
金
は
政
治
的
に
極
め
て
低
い
水
準
に
設

定
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
や
電
力
供
給
量
の
増
加
が
、
配
電
会
社
の

赤
字
拡
大
に
直
結
し
か
ね
な
い
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

料
金
体
系
の
合
理
化
は
繰
り
返
し
電
力
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
の
俎
上

に
載
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
消
費
者
側
の
反
発
か
ら
、
政
治
的
に
不
可

能
な
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
配
電
会
社
の
苦
境
は
、
支
払
い
の
遅

延
や
電
力
の
買
い
取
り
停
止
と
い
っ
た
形
で
発
電
事
業
の
リ
ス
ク
と

な
り
、
投
資
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
き
た
。

　

配
電
会
社
を
経
由
し
な
い
分
散
型
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
も
、
モ

デ
ィ
政
権
は
補
助
金
を
交
付
し
、
普
及
に
努
め
て
き
た
が
、
そ
の
導

入
数
は
来
年
ま
で
の
目
標
の
二
割
程
度
に
と
ど
ま
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
近
年
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
関
連
設
備
の
大
幅
な
価
格

低
下
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
追
い
風
を
受
け
て
も
な
お
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
諸
費
用
を
含
む
導
入
コ
ス
ト
が
割
高
と
判
断
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
な
お
、
こ
の
タ
イ
プ
の
太
陽
光
発
電
が
農
村
世
帯
に

普
及
す
る
と
、
灌
漑
ポ
ン
プ
の
利
用
が
さ
ら
に
安
価
と
な
る
た
め
、

既
に
深
刻
な
過
剰
灌
漑
に
よ
る
地
下
水
の
枯
渇
に
拍
車
を
か
け
る
懸

念
が
あ
る
。
イ
ン
ド
農
業
を
脅
か
す
こ
の
問
題
に
対
し
、
い
く
つ
か
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の
州
で
は
、
余
剰
電
力
の
配
電
会
社
へ
の
売
電
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
農
家
に
現
金
収
入
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
資

源
の
浪
費
も
防
ぐ
と
い
う
、
貧
困
と
環
境
問
題
に
同
時
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
際
支
援
の
拡
大
は
不
可
欠

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
イ
ン
ド
は
、
首
脳
の
出
席
を
見
送
っ
た
中
国
や
ロ
シ

ア
と
は
対
照
的
に
、
国
際
社
会
と
協
調
し
て
気
候
変
動
問
題
に
取
り

組
む
姿
勢
を
内
外
に
印
象
づ
け
た
。
今
年
九
月
に
開
か
れ
た
第
二
回

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
首
脳
会
合
で
出
さ
れ
た
共
同
声
明
は
気
候
変
動
問
題
に

お
け
る
協
働
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
イ
ン
ド
の
判
断

は
、
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し

Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
利
害
は
む
し
ろ

中
国
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
会
議
の
中
盤
で
イ
ン
ド
は

二
〇
三
〇
年
以
降
の
支
援
規
模
の
大
幅
な
拡
大
を
求
め
る
文
書
を
中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
諸
国
と
共
同
提
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最

終
合
意
案
に
あ
っ
た
石
炭
火
力
の「
段
階
的
廃
止
」と
の
文
言
の「
段

階
的
削
減
」
へ
の
変
更
を
イ
ン
ド
が
迫
り
、
そ
れ
を
中
国
が
支
持
す

る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。　

　

本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
以
下
二
点
に
改
め
て
言
及
し
た
い
。
第

一
に
、
イ
ン
ド
は
い
ま
だ
世
界
最
大
の
絶
対
的
貧
困
人
口
を
抱
え
る

発
展
途
上
国
で
あ
る
。
農
村
部
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
不
十
分
な
地
域
も
多
く
、
一
人
当
た
り
電
力
消
費
は
世
界
平
均

の
約
四
割
、
中
国
の
約
二
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
の
み
な
ら
ず
、
後
発
地
域
の
社
会
・
経
済
開
発

を
進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る
も
の
の
、
蓄
電
シ
ス

テ
ム
、
グ
リ
ッ
ド
の
安
定
性
な
ど
技
術
的
な
問
題
や
、
老
朽
化
太
陽

光
パ
ネ
ル
な
ど
廃
棄
物
の
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
な
ど
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
多
い
。こ
う
し
た
分
野
を
中
心
に
国
際
的
な
資
本
・

技
術
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
イ
ン
ド
が
時
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
政
権
交
代
を
経
験
し

て
き
た
民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
に
留
意
し
た

い
。
電
力
料
金
や
雇
用
な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
お
い
て
舵
取
り
を
誤
れ
ば
、
高
い
支
持
率
を
誇
る
モ

デ
ィ
政
権
と
い
え
ど
も
決
し
て
安
泰
で
は
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
州

レ
ベ
ル
で
は
電
力
料
金
の
引
き
上
げ
が
一
因
と
な
っ
て
、
選
挙
に
敗

北
し
た
事
例
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
イ
ン
ド
は
、
た
と
え
国
際

的
な
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
国
内
事
情
を
最
優
先
と

し
て
、
あ
く
ま
で
自
律
的
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
国
際
社
会
に
は
、
新
興
国
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
を
深
く
理
解
し
協
働
す
る
姿
勢
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
●




